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ＪＡ全農は、王貞治氏が理事長を務める一般財団法人世界少年野球推進財団（ＷＣＢＦ）が１１

月５日（土）に北海道苫小牧市とましんスタジアム（苫小牧市営緑ヶ丘野球場）で開催した「ＪＡ

全農ＷＣＢＦ少年野球教室」に特別協賛しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今年で３０年目を迎えるこの教室は、元プロ野球選手が講師を務め、毎年全国各地で開催されて

います（今年度は和歌山、広島、富山、山形で実施済み）。今年度最後となる苫小牧教室では、少

年野球チーム１７チーム、小学生、指導者、保護者ら合計１７３人が参加し、五十嵐亮太氏（ヤク

ルトＯＢ）、里崎智也氏（ロッテＯＢ）、川﨑宗則氏（栃木ゴールデンブレーブス）、森本稀哲氏

（日本ハムＯＢ）ら元プロ野球選手の豪華講師陣により直接指導が行われました。 

また、全農広報・調査部新妻部長から各講師に北海道産「ゆめぴりか １０ｋｇ」、ドライフルー

ツなどの「ニッポンエール商品」を贈呈。開校式では、里崎講師が「今日は、一つでも二つでも多

くの事を覚えて下さい。我々講師も皆さんの力になれるよう全力でアシストします」とあいさつ。

全農新妻部長は、「スポーツする上で食べることは大切です。しっかり食べて、夢や目標に向かって

頑張ってください」とあいさつして教室がスタートしました。 

          

 

 

 

 

                  

 

  

 

北海道苫小牧市で「ＪＡ全農ＷＣＢＦ少年野球教室」を開催 

森本稀哲氏(日ハムＯＢ)ら豪華講師陣が子どもたちに直接指導 
 

 

開校式であいさつする里崎講師 開校式であいさつする 
全農広報・調査部新妻部長 



  

 ウォーミングアップ後、川﨑講師が走塁の基本をレクチャー。その後、子どもたちは、一流の

講師陣からバッティングのレクチャーを受けたのち、ポジション別に分かれ「投げる」「捕る」「打

つ」「走る」など野球の基本を分かりやすく指導いただきました。森本講師から「一番大切であり、

難しい事は継続することです。今日学んだ事を明日からすぐ練習で取り組んでください。」とアド

バイスがありました。子どもたちは、アドバイスをよく聞き、真剣な表情で取り組んでいました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

指導者講習会では、トレーナーの石川慎二氏が、ケガを予防するためのストレッチやトレーニン

グ方法について実技を交えて講義を行いました。スポーツ栄養教室では、管理栄養士の阿部菜奈子

氏が、保護者を対象に成長期の子供に必要な栄養や運動時の食事の摂取などについて講義を行いま

した。 

  

  

 

 

 

 

 

  

ウォーミングアップをする子どもたち バッティング指導の様子 

投げ方の基本を指導する五十嵐講師 捕手の指導をする里崎講師 

内野手の基本を指導する川﨑講師 外野手の指導をする森本講師  

指導者向け講習会の様子 保護者向けスポーツ栄養教室の様子 



今回の野球教室には、野球 YouTube チャンネル「トクサンＴＶ」から「トクサン」と「ライパ 

チ」さんが来場しました。子どもたちと一緒に野球のレクチャーを受けながら、当日の様子をレ 

ポートしていただきました（後日、「トクサンＴＶ」にて配信予定）。 

 

 

 

 

 

 

  また参加者全員に、ホクレンから北海道産「きたほなみうどん」やＪＡびらとりの「ニシパの

恋人（トマトジュース）」、本会から「包装餅」や「スキムミルク」、そのほか協賛各社からは国産農

畜産物などを贈りました。 

全農はこの教室を通じて、「食」の大切さを伝えるとともに、子どもたちの夢や成長を応援してい

きます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ※王貞治理事長は、当初参加予定でしたが、体調不良により欠席されました。 

 

■野球教室の様子は、全農の公式 Twitter「全農広報部スポーツ応援」で発信中。 

https://twitter.com/zennoh_sports 

■参加者への提供商品一覧 

提供社 商品名 

全国農協食品㈱ 「焙じ茶」 

全農パールライス㈱ 「ジップロック」 

JA 全農青果センター㈱ 
けんちん汁・豚汁用「みんなのやさい」 

肉じゃが・カレー用「みんなのやさい」 

JA 全農たまご㈱ 「しんたまご」 

JA 全農ミートフーズ㈱ 「クリアファイル」 

全農チキンフーズ㈱ 「ボールペン」「消毒用アルコール」「巾着袋」 

「マスク」「マスクケース」 

雪印メグミルク㈱ 「北海道牛乳」「農協 野菜 Days 野菜＆フルーツミックス」 

ホクレン 
「北海道産きたほなみうどん」 

ＪＡびらとり「ニシパの恋人」（トマトジュース） 

全農 
包装餅 

スキムミルク 

 

全農広報・調査部新妻部長が北海道産「ゆめぴ

りか」、「ニッポンエール商品」を講師に贈呈 

参加者へのお土産品 

子どもたちと一緒に指導を受けるトクサン バッティングするトクサン 

https://twitter.com/zennoh_sports


お問い合わせは、ＪＡ全農 広報・調査部 広報ＳＲ課 松下まで 

ＴＥＬ：０３－６２７１－８０５６ 

 

■野球教室概要について 

ＪＡ全農は、子どもたちの健やかな心身の成長と、未来の夢を応援することを目的に、王貞治氏

が理事長を務める一般財団法人世界少年野球推進財団（ＷＣＢＦ）が主催する「ＪＡ全農ＷＣＢＦ

少年野球教室」に特別協賛しています。本教室は、野球の技術指導だけでなく、指導者や保護者を

対象とした講習も行っています。 

ＷＣＢＦは、少年野球の世界的な普及を促進し、１９９２年に王貞治氏とハンク・アーロン氏の

日米野球界を代表するホームランバッター２名の提唱により設立しました。ＪＡ全農グループでは

１９９３年より本教室を全国各地で開催し、２０２２年度で３０年目となります。 

 

■協賛 

全国農協食品㈱、全農パールライス㈱、ＪＡ全農青果センター㈱、ＪＡ全農たまご㈱、 

ＪＡ全農ミートフーズ㈱、全農チキンフーズ㈱、雪印メグミルク㈱ 

 

■Twitter アカウント「全農広報部 スポーツ応援」について 

Twitter アカウント「全農広報部スポーツ応援（@zennoh_sports）」では、野球教室のほか、スポ

ーツと食に関わる情報や、全農が「食」を通じてアスリートの皆さんをサポートする取り組みなど

について発信しています。野球教室での講師の指導の様子や子どもたちの頑張る姿を随時投稿して

います！ 

 

＜Twitter キャンペーン＞ 

「北海道産ゆめぴりか 5kg」が当たるプレゼントキャンペーン実施中！ 

応募期間：１０月２８日～１１月６日 

応募方法：①全農広報部スポーツ応援アカウントのフォロー 

②プレゼント投稿をリツイート 

  当選者数：抽選で１０名様 

 

 

＜全農広報部スポーツ応援 Twitter アカウント URL＞ 

https://twitter.com/zennoh_sports 

＜「トクサンＴＶ」YouTube アカウント＞ 

トクサン TV【A&R】 - YouTube 

https://twitter.com/zennoh_sports
https://www.youtube.com/channel/UCfkM3u-0uSKADDitZLpXcfA

